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第
２
８
回
高
台
自
治
会
総
会
が
、
４
月
１
３
日

さ
く
ら
会
館
で
開
か
れ
、
会
長
・
常
任
委
員
・

ブ
ロ
ッ
ク
委
員
な
ど
の
人
事
、
２
４
年
度
の
実

績
、
２
５
年
度
の
予
算
や
事
業
な
ど
が
承
認
決

議
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
へ
の
出
席
者
７
６
人
委
任
状
提
出
２
０
８

人
計
２
８
４
人
で
、
自
治
会
々
員
３
２
８
人
の

８
６
％
で
総
会
が
成
立
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

▼
１
号
議
案
か
ら
５
号
議
案
が
順
に
審
議
さ
れ
、

１
号
議
案
の
平
成
２
４
年
度
の
環
境
・
防
犯
防

災
・
美
化
衛
生
・
福
祉
・
ス
ポ
レ
ク
・
広
報
・

集
会
所
な
ど
の
各
事
業
実
績
が
報
告
さ
れ
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
実
績
に
つ
い
て
は
、
議
案
書
に

あ
る
「
写
真
で
振
り
返
る
平
成
２
４
年
度
」
を

中
心
に
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
２
号
議
案
で
は
、
事
業
収
支
報
告
と
監
査
報

告
が
な
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

▼
３
号
議
案
で
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
２
１
名
、

常
任
委
員
１
０
名
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
常
任
委
員
で
会
長
選
出
に
入
り
、
３
Ｂ
の
桒

原
千
秋
さ
ん
が
互
選
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

▼
４
号
議
案
で
は
、
各
部
会
の
新
年
度
の
事
業

が
説
明
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
今
年
度

は
「『
安
全
・
安
心
な
街
づ
く
り
』
を
指
向
し
、

個
々
の
事
業
で
省
力
化
・
効
率
化
を
図
る
」
こ

と
が
方
針
と
し
て
決
ま
り
ま
し
た
。

▼
５
号
議
案
で
は
、
総
額
２
４
９
万
円
余
り
の

２
５
年
度
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
（
な
お
先

日
お
配
り
し
た
「
議
案
書
」
の
中
の
２
５
年
度

予
算
額
に
つ
い
て
錯
誤
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

訂
正
版
を
配
布
い
た
し
ま
し
た
）

●
質
疑
要
望
で
は
、「
街

路
樹
対
応
の
た
め
緑
の

サ
ポ
ー
タ
の
増
員
」「
菩

提
寺
橋
周
辺
の
通
学
路

の
整
備
」「
高
齢
者
施
策

の
方
向
性
立
案
」「
実
情

に
そ
っ
た
防
災
訓
練
の
実

施
」
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

●
ま
た
委
任
状
の
中
の
意

見
欄
に
は
「
ゴ
ミ
出
し
の
マ
ナ
ー
の
厳
守
」「
カ

ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
要
望
」「
４
号
公
園
の
吸
い

殻
ポ
イ
捨
て
禁
止
」
な
ど
の
十
数
件
の
要
望
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
い
た
し
ま
す
。

●
総
会
の
議
案
書
や
総
会
議
事
録
、
関
連
資
料

な
ど
は
、
高
台
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
（
検
索
方
法
は
下
に
）

総
会
の
た
め
の
準
備
や
当
日
の
運
営
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

◆
次
の
２
５
年
度
の
人

事
が
決
ま
り
ま
し
た
。

〈

四
役

〉

会
長  

（
代
表
・
総
括
）

桒
原
千
秋
（
３
Ｂ
）

副
会
長
（
補
佐
・
総
括
）

中
西
弘
治
（
７
Ｂ
）

会
計
（
出
納
・
予
算
）

石
見

隆
（
１
Ｂ
）

庶
務
（
事
務
・
作
成
）

海
野
文
隆
（
２
１
Ｂ
）

【
防
犯
・
防
災
】

◉

高
台
で
空
き
巣
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
昼
間
に
発
生
し
２
階
に
い

る
と
き
１
階
を
荒
ら
さ
れ
た
な
ど
の
被
害
が
出

て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
外
出
で
も
鍵
を
か
け

る
、
ガ
レ
ー
ジ
の
扉
を
開
け
た
ま
ま
に
し
な
い

な

ど
注
意
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
不
審
者
を
見
た
と

き
は
警
察
に
通
報
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
部
会
リ
ー
ダ
等
〉

◆
部
会
は
「
地
域
環
境
」「
防

犯
・
防
災
」「
美
化
・
衛
生
」

「
福
祉
」「
ス
ポ
・
レ
ク
」

「
広
報
」
な
ど
が
あ
り
、
常

任
委
員
が
リ
ー
ダ
と
な
り
、

ブ
ロ
ッ
ク
委
員
が
メ
ン
バ
ー

と
な
っ
て
運
営
さ
れ
ま
す
。

リ
ー
ダ
を
紹
介
し
ま
す
。
担

当
さ
れ
る
皆
さ
ん
は
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す

〈
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
〉

◆
２
１
ま
で
の
ブ
ロ
ッ
ク
委

員
は
既
に
選
任
さ
れ
、
議
案

書
に
も
あ
り
前
号
で
も
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。
ブ
ロ
ッ

ク
委
員
は
資
料
配
布
や
回
収

を
担
当
し
ま
た
相
談
な
ど
の

窓
口
と
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〈
外
部
団
体
役
員
〉

◆
市
な
ど
の
団
体
に
自
治
会
か

ら
推
薦
し
担
当
い
た
だ
く
方
も

決
ま
り
ま
し
た
。
社
会
体
育
振

興
会
、
生
涯
学
習
推
進
委
員
会
、

少
年
補
導
委
員
会
、
防
犯
委
員

会
な
ど
の
団
体
で
す
。

【
環

境
】

◉

大
気
中
に
Ｐ
Ｍ
２
．
５
（
微
小

粒
子
状
物
質
）
が
規
定
値
を
超
え

た
と
き
、
午
前
７
時
か
ら
８
時
ま

で
の
間
に
サ
イ
レ
ン
が
吹
鳴
し
ま

す
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

【
広

報
】

◉

「
緊
急
地
震
速
報
」
は
、
地
震
の
く
る
数
秒

か
ら
数
分
前
に
知
ら
せ
る
制
度
で
す
。
こ
れ
は

地
震
が
き
た
後
の
「
地
震
情
報
」
と
比
べ
、
地

震
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
大
い
に
役
立
ち
ま
す
。

携
帯
電
話
に
設
定
し
て
お
け
ば
、
地
震
発
生
前

に
「
緊
急
地
震
速
報
」
が
着
信
し
、
マ
ナ
ー
モ

ー
ド
に
し
て
あ
っ
て
も
大
き
な
音
で
知
ら
せ
て

く
れ
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
携
帯
で
無
料
で
簡
単
に
設
定
可
能

で
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
見
て
セ
ッ
ト
し
て
お
く
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
先
般
４
月
１
３
日
の
淡

路
島
で
震
度
６
弱
を
観
測
し
た
地
震
で
も
、
携

帯
に
通
報
さ
れ
、
減
災
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

◉

「
パ
ソ
コ
ン
教
室
」
が
、
４
月
２
５
日
（
木
）

～
２
７
日
（
土
）
夜
７
時
か
ら
９
時
ま
で
、
高
台

集
会
所
で
行
わ
れ
ま
す
。
ま
だ
余
裕
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
希
望
の
方
は9

5
6

-
1

9
7

6

（
後
藤
、

留
守
番
電
話
）
ま
た
は
、
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
パ
ソ
コ
ン
も
準
備
し
て
い
ま
す
。

【

他

】

１
５
年
か
け
た

に
そ
と（
京
都
第
二
外
環
状
道

路
）
は
４
月
２
１
日
に
開
通
し
ま
し
た
が
、
そ

れ
に
先
立
ち
、
１
３
日
高
速
道
路
上
を
歩
く
フ

リ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
１
．

４
万
名
中
か
ら
７
千
人
が
選
ば
れ
、
高
台
か
ら

も
７
０
名
以
上
が
参
加
し
ま
し
た
。
当
日
は
快

晴
で
、
透
明
の
防
音
壁
越
し
に
、
高
台
の
居
並

ぶ
甍
の
波
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

<

入
会>

１
０
Ｂ
（
３
・
９
・
１
１
）
関
谷
弘
志
さ
ん

１
７
Ｂ
（
３
・
１
６
・
５
）
国
本
正
男
さ
ん

<

転
居
退
会>

５
Ｂ
（
２
・
１
１
・
２
）  

前
田
さ
ん

１
７
Ｂ
（
３
・
１
５
・
４
）
上
田
喜
子
さ
ん
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手をつなごう

高台自治会で

自治会主催の「太極拳入門講座」が
5 月１１日から6 月１５日の各土曜
日計6 回午前8 時～9 時まで、5 号
公園下にできた公園（旧処理場跡）

で開催されます。参加費不要です。
太極拳は東洋の考え方である太極思
想を取り入れた中国武術です。健康
維持や長寿に効果があるとされ、ゆ
っくりとした動きですが、大変いい
運動になります。運動しやすい服装

でお越しください。
参加希望の方は、4
月末までに桒原まで
（９５４－６７４０）

監 事 広 報 ス  ポ・レ  ク 福   祉 美   化  ・衛   生 防   犯・防   災  庶務・環境 会       計

大崎   清司 後藤 国彦 小島 康弘 三原 重徳 三橋   真子 井  章  生 海野  文隆 石  見    隆   

写真

右 桒原

左 中西

他は以下

２
５
年
度
も
引
き
続

き
会
長
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
桒
原

千
秋
で
す
。
最
近
高
台

で
侵
入
窃
盗
が
多
発

し
て
い
ま
す
が
、
近
隣

で
地
域
全
体
で
目
を

光
ら
せ
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
一
戸
だ
け
で

は
で
き
ま
せ
ん
、
高
台

全
体
で
守
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
一
方
高
台

は
益
々
高
齢
化
も
進

ん
で
い
ま
す
。
何
か
あ

っ
た
時
に
助
け
合
え

る
た
め
に
は
日
常
の

人
間
関
係
が
不
可
欠

で
す
。
日
頃
の
自
治
会

の
行
事
を
通
し
て
、
会

員
相
互
の
懇
親
を
深

め
、
対
応
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
多
数

の
方
々
の
ご
参
画
、
ご

協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

４月７日３号公園で「高台さくら祭
り」「バザー、フリマ」が開催されま
した。例年より早く満開になったソ

メイヨシノは、夜来の風雨で落花が
盛んで、また当日は生憎の天候とな
りました。その雨にも負けず、テン
トの中では振舞い酒に大いに盛り上
がりました。

また延期していましたバザーも、さ
くら会館の中で行われました。皆さ
んから日用品・食器・衣料・食品な
ど多くをご提供をいただき、またた

くさんの方に来場いただき、こちら
も大盛況でした。売上げの全額４５，
１５６円を自治会の収入とさせてい
ただきました。またフリマも,骨董と
アロマが出店し、売上の１０％１２，
０００円を寄付いただきました。ご

協力いただいた皆さんありがとうご
ざいました。
これらの催
しは好評で
したので、
今後も開催

していきた
いと思います。   

巡
り
く
る
春
に
今
年
も
高
台
の
さ
く
ら
は

見
事
な
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。
４
月
５
日
に

撮
影
し
た
２
号
公
園
と
３
号
公
園
の
染
井

吉
野
、
小
さ
い
樹
一
杯
に
濃
い
ピ
ン
ク
の
八

重
の
花
を
つ
け
た
５
号
公
園
の
高
台
自
治

会
創
立
２
５
周
年
記
念
平
安
枝
垂
れ
桜
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

月 日 行      事

毎月 第２土曜日 定例役員会
5 月 25日（土） ゴミゼロ運動

6 月 ２日（日） 夏の公園除草

7 月 17日（水） 門灯・街路灯パト

27日（土） コミュニティ夏まつり

8 月 24日（土） 高台夏まつり

10月 13（日） 市民大運動会

27日（日） 秋の公園除草

11月 3 日（祝） 敬老昼食懇談会

24 日（日） 防災イベント

12月 14日（土） 集会所年末大掃除

27/28日（金/土） 年末パトロール

3 月 ２日（日） 第五小区友好祭

25 年度の主な行事予定

２
５
年
度
上
期
の
自
治
会
会
費
１
８
０
０
円
を
、

４
月
末
ま
で
に
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
が
集
金
に
お
伺
い

し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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HP検索→「高台自治会」

賑わうバザー会場

第 28 回総会

会
長
ご
挨
拶


